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概要 
 語彙学習は英文読解力を向上される方法の

一つである．英語の語彙力を増やせば増やす

ほど，英文を読むときの理解が深まる [1] [2]．
語彙学習は，多くの学生にとってかなり難し

いものである [3] [4]．本研究では，構成主義の

教育理論とマルチメディア学習の認知理論に

基づき，英文から単語を抽出して語彙学習の

教材を自動で作成できる WCVM システムをウ

ェブレスポンシブデザインで開発した． 

1  はじめに 
 現代は，急速な情報通信技術( ICT)の進展と

ともに，パソコン，タブレットやスマートフ

ォンなどが普及し，教室内で知識を得るだけ

でなく，教室外でも ICT デバイスを介して学

ぶことが可能である．教育改革における総合

学習の導入により，構成主義に基づく教育の

重要性がさらに高くなっていくと考えられる 
[5]. 19 世紀初頭に，Piaget が構成主義を提案し

た [6]，構成主義は教師側から一方的に学習者

に知識を教え込むことでなく，学習者中心

へ，「教えること」から「学ぶこと」への転換

を方向づけるものである．学習者が中心で自

分自身の経験によって，新しい知識を理解

し，自分だけの知識を構築し，学習者に固有

の活動であると主張する理論である [7] [8]． 
学習教材は「マルチメディア」つまり絵

（Picture），文字（Text），音（Sound）などの

単一メディアを 2種類以上が混在していること

が多く，文字だけの単体メディアや音声だけ

の授業よりも，勉強のやる気を促し，授業内

容を理解することができるのである [9] [10]． 
 マルチメディア学習の認知理論( C o g n i t i v e 
Theory of Multimedia Learning, CTML)について

Mayerは学習者がマルチメディアを視聴する際

に，脳内で起こるプロセス，学習者がマルチ

メディアを視聴する際に生じる認知的プロセ

スおよび学習者の学習能力を効果的に促進す

るマルチメディアを開発するためのガイドラ

インを論じたマルチメディア・デザインの原

理について提案した理論である [10]． 
外国語としての英語学習者の読解力を向上

される方法は様々な方法がある．語彙の学習

も読解力を向上される方法の一つである．英

語の語彙力を増やせば増やすほど，英文を読

むときの理解が深まる [1] [2]． 
従って，本研究では，英文を読む前に英単

語を学習すると学習者の読解力を向上するこ

とを目的として，構成主義の教育理論とマル

チメディア学習の認知理論に基づき，英文か

ら英語の単語を抽出して語彙学習の教材を自

動で作成し，マルチデバイス対応できる Word-
level Classification and Vocabulary Meaning 
(WCVM) システムを開発した．その上で，単

語力，読解力の事前・事後テストの比較と提

案したシステムに対する学習者の意識 
(students' attitude) のアンケートを調査する． 

2  先行研究 
Piaget が提案した構成主義は学習者を対象に，

自分自身の理解を組み立てるようなかたちで

教育すべきであると主張している [6]． 
Yingyu は構成主義に基づく英単語の意味の

獲得に関して研究した．学習者は構成主義に

基づく英単語を学習するとうまく利用できる

ようになり，構成主義の実現可能性と妥当性

を示した [8]． 
または，Oxford らはリスト内の単語を学習

するよりも文脈化された語彙学習の方が効果

的であるという確信した [11]． 
さらに，Sˇtˇepa ́nka Bilova ́は ICT を使用した

協調的かつ個人の語彙構築に関して研究し，
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図 2 phpMyadmin 5 の ER図 

図 3 一部のデータベース作成 SQL コード 

図 1 Adobe XDでの My Memory ページの
ユーザーインターフェイス 

Googleドキュメントと Quizlet の両方が，語彙

学習だけでなく，言語教育にも効率的なツー

ルであることを示した [12]． 

3  ユーザーインターフェイス
デザインとシステム機能  

WCVM システムのユーザーインターフェイ

スデザインは全て Adobe XD を利用した（図 
1）． 
設計したシステム機能は主に３つに分けら

れる．第 1に，英単語の練習アクセスを可能と

するための，英文の形態素解析機能である．

第 2は，学習した単語または既知英単語の保存

や削除の機能である．第 3は，さまざまな種類

の練習問題を利用し英単語を学習する機能で

ある．本研究では学習者が自由に学習教材を

選べるために，６種類のスペリング，ディク

テーション，多肢選択問題，真/偽，マッチン

グ，フラッシュカードの練習問題を開発した．

全ての練習は学習者が英単語を正しく使う能

力とリスニング力を向上させる目的として開

発した． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

4  データベースデザイン 
本研究では，User Account Database，English 

Vocabulary and Meaning Database 及 び User 
Portfolio Database の３テーブルデータベースシ

ステム内に作成した（図 4）．  
はじめに，User Account Database（図 4）は

users という名前でユーザーをシステムのログ

インするためのデータを保存されたシステム

開発においては，形態素解析，英単語学習教

材技術を利用した．users テーブルのフィール

ドは id, email, password, firstName, lastName, 
language または level で構成された（図 2）． 
次 に ，English Vocabulary and Meaning 

Database（図 4）は alc_vocab という名前で

ALC12000 の英単語のリストに含まれた．

japaneseType フィールドと japaneseMeaning フ
ィールドは日本語の品質，と日本語の意味に

含まれて，thiaType フィールドと thaiMeaning 
フィールドは English–Thai Cambridge Dictionary 
[13] と LINE Dict English-Thai [14] に基づいたタ

イ語の品質，とタイ語の意味に含有した．

alc_vocab テーブルのフィールドは id, level, 
word, japaneseType, japaneseMeaning, thaiType ま
たは thaiMeaning を構成した． 
最後に，User Portfolio Data は，user_vocab と

いう名前でユーザは覚えた単語を保存したデ

ータテーブルである．user_vocab テーブルのフ

ィールドは userId : int(11)または vocabId : int(11)
で構成された．id：int（11）を users テーブル

の主キーとして定義しましたが，id：int（11）
は，userId：int（11）という名前を user_vocab
テーブルでの外部キーとして定義した（図 2）
（図 3）． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

5  システム開発  
システム開発においては，形態素解析，英

単語学習教材技術を利用した． 
 

5.1 形態素解析技術 
英文内にある英単語を抽出するために，形

態素解析の技術を利用する必要がある． 
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図 5 JavaScript で形態素解析の一部コード 

図 6 本研究のシステムでの形態素解析した結果 

 染谷が開発した Word Level Checker [15]とい

う形態素解析サイト，または水本が開発した

New Word Level Checker (NWLC) [16]は
ALC12000 の単語データベースに基づいて単語

難易度でレベル分けをして，グラフの統計を

出して表示しただけである．システム自体は，

他の言語の意味は表示することができず，英

単語の練習問題を自動で作成することもでき

ない． 
 本研究では，NLP-compromise と呼ばれる

JavaScriptライブラリーで分析し，SLV12000デ
ータベースで検索できる形式に変換した技術

を利用した．NLP-compromiseはFront-End のラ
イブラリーで，ユーザー側のデバイスで，形

態素解析を計算する（図 5）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 NLP-compromise は英文内にある英単語を抽

出しただけでなく，変形した英単語も原型で

表示することができる．SLV12000の英単語の

データベースを検索できるために，変形した

動詞の過去形や進行形は原型にし，名詞の複

数形も単数形で表示する（図 6）． 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.2 単語学習システム技術 
 本研究はウェブサービスやウェブアプリケ

ーションで直接ユーザーの目に触れる部分の

フロントエンドエンジニア(Front-End)では，パ

ソコンだけでなく，スマートフォンやタブレ

ットなどのどの端末サイズでも対応でき，正

しく綺麗にユーザーインターフェイスを表示

することができるレスポンシブ ウェブ アプリ

ケーション(Responsive web application)を利用し，

システム開発した．WCVM システムは HTML 
CSS JavaScript と CSS フ レ ー ム ワ ー ク

(framework)といった Bootstrap 5 のウェブ技術

を利用した． 
 サーバー側の処理を担当することのバック

エンドエンジニア(Back-End)は Php 言語を利用

してバックエンドのコードを開発した．ユー

ザーが登録されたメール（e-mail）やパスワー

ド(password)のデータは PhpMyadmin5で管理し

た SQL言語のデータベースを利用した． 

図 4 形態素解析と英語語彙学習システムのシステムアーキテクチャ 
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図 7 システム内にあるテキストボックス 

図 8 システム内にある Unknown ページ 

6.  システム利用 
 初めに，英文を選び，その文章をコピーす

る．そして，システムに用意したテキストボ

ックス内に貼付する（図 7）．または，テキス

トボックスの上にある paste ボタンで貼付こと

もできる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次に，形態素解析した後に表示したい意味

の言語（日本語かタイ語）を選び，また

ALC12000 に基づいた  12 レベルをレベルドロ

ップダウンメニューで選択する．Submit ボタ

ンを押した後は，システムは選んだレベルと，

それよりも上位レベルの単語 (Unknown Words) 
を表示し，選択したレベルより下位レベルの

単語を Known Words としてテーブルで表示す

る．表示するテーブルは単語のレベル，単語，

品詞，意味である．さらに，学習者は，英単

語の発音を音声で聞くことができる． 
 練習問題をアクセスする方法は 3 つの方法

でアクセスできる．一つ目の方法は，

Unknown Words テーブル内にある練習したい

英単語一つずつを自分自身で選択してから，

そのテーブルの下にある Play ボタンで直接に

練習することができる． Play ボタンは 6 種類

の練習を選ぶことができる． 
 二つ目の方法は，学習者の Unknown Words 
ページにアクセスできる（図 8）．Unknown 
Words ページというのはデータベースに保存さ

れていない単語しかテーブルで表示されない．

そのページから学びたい英単語のレベル及び

練習問題の種類を選ぶことができる．さらに，

学ぶ単語数も自分で決められ，もしくはラン

ダム (Random) ボタンで英単語をランダムで学

習することができる． 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
三つ目は左側にある６種類の練習メニュー

は直接にアクセスすることもできる．直接に

アクセスするとシステムは５問の英単語の問

題をランダムで英単語の練習問題を作成する． 
覚えた単語を保存する方法としては，形態

素解析した後， Unknown Words 内に既知の単

語が表示されば，すぐにその単語を選んで保

存することができる．または，単語練習で学

習した後に全て正しく解答すれば，システム

が保存ボタンを表示されて保存することもで

きる．保存された単語のデータは学習者の My 
memory のページにグラフとして結果を表す

（図 9）． 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

7.  まとめと将来の研究 
 本研究は，構成主義 (Constructivism ) と
CTML 理論に基づく英語語彙学習支援システ

ムの開発を行った．開発においては，形態素

解析やレスポンシブ ウェブ アプリケーション

(Responsive web application) といった様々な技

術を利用した．開発したシステムでは，英文

の形態素解析や６種類の単語学習教材を提案

した． 
 今後の研究に関しては，学習者が実際に

WCVM システムを利用し学習した後，語彙力

と読解力が向上するかを語彙と読解による事

前・事後テストの比較により評価する．その

上で，WCVM システムに対する学習者の意識

のアンケートを調査し，データを分析してま

とめる．  

図 9 My Memoryのユーザーインターフェイス 
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